




6 月第 2 金曜日と次の土曜日に行われる祭礼であ
る。現在の祭礼は，参加する町がそれぞれ夜高行










































高さ 6 メートルにも及ぶ（写真 1）。作り方は，
竹で骨組みを作り，和紙を貼り，蠟引きをし，彩
色する。中には電球を入れ，台車に積んだバッテ













2013 年 11 月 30 日受付















る行燈を順番に審査した。19 時 45 分から小行燈



























けられた会場に向かう。突き合わせは 20 時 45 分
から始まり，事前に決められた組合せに従い，北
陸銀行前と富山第一銀行前の 2 箇所で各 8 組，全
部で 16 組の「対戦」が行われる。1 組は 20 分以
内と制限時間が決まっている。登場した 2 本の行

























では，14 町が「東 5 町」「西 3 町」「南北 6 町」
という 3 つのグループに分かれ，別々に行ってい









































































































































































なお，1930 年と 1934 年には突き合わせから乱
闘事件に至ったという報道がある。























































町，2 旭町，3 桜木町」（北日本新聞 1952.6.12）。






























限があるものの，1953 年には 12 尺（約 3.64 メ
ートル），1954 年には 14 尺（約 4.24 メートル），
1959 年には 5.3 メートルへと上限が徐々に上昇し


















1977 年からである。このため，この 2 年間は行
燈が出ていない可能性が考えられる。
1962 年には，小中学校 PTA が行燈自粛運動
を行っている。
























鉄砺波駅長ら 3 人を招き補導担当教諭 24 人が集
まってひらかれた。（中略）さきに砺波市小学校



























































































三島町，中神の 6 町（富山新聞 1968.6.10）。1969
年は町名がわからないが 7 本（ 北日本新聞
1969.6.10）もしくは 8 本（富山新聞 1969.6.12），
1970 年も 8 本（北日本新聞 1970.6.12），1971 年
は 8 本（北日本新聞 1971.6.12）もしくは 12 本（富
山新聞 1971.6.12），1973 年になると 13 町から 14
本になり（北日本新聞 1973.6.12），ここで大行燈
のほか小行燈を出した町があったことがわかる。
そして 1974 年には 12 町から 24 本（北日本新
聞 1974.6.12），旧出町 18 町内から 21 本（富山新
聞 1974.6.12）と，新聞により数に違いはあるも
のの，総数が倍近くに増え，小行燈を含め複数の
行燈を出す町内が増えている。1975 年は 10 町か
ら 20 本（北日本新聞 1975.6.12），1976 年には大


















富 山 新 聞 に は「 商 工 会 主 催 」（ 富 山 新 聞
1952.6.11） と あ り， 賞 金 は 1 等 5000 円，2 等

















































































































も知れない。だから第 1 日は街を練り歩く。第 2
日はケンカだ。」（となみ新聞 1977.6.15）という





































































東向き 西向き 東向き 西向き
1 東町 対 三島町 深江 対 太郎丸
2 春日町 対 新富町 木舟町 対 太郎丸
3 神島 対 南町 広上町 対 鍋島
4 桜木町 対 南町 新町 対 鍋島
5 春日町 対 太郎丸 深江 対 新富町
6 木舟町 対 新富町
「となみ夜高まつり」の成立 91
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